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【手続補正書】
【提出日】平成30年3月30日(2018.3.30)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式Ｉの化合物：
【化１】

またはそれの薬学的に許容される塩、ここで、
Ｒ１は、以下からなる群から選択される：
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【化２】

ここで、
Ｒ１１は、Ｈ、ハロゲン、（１－２Ｃ）アルキル、（２－３Ｃ）アルケニル、（２－３Ｃ
）アルキニル、（１－２Ｃ）アルコキシ、またはＯＣ２Ｈ３であり、アルキルおよびアル
コキシ基のすべてが一つ以上のハロゲンによって任意的に置換されていても良く；
Ｒ１２は、Ｈ、ハロゲン、（１－２Ｃ）アルキル、または（１－２Ｃ）アルコキシであり
；
Ｒ１３は、Ｒ１３１ＣＨ２、Ｒ１３２Ｏ、Ｒ１３３Ｒ１３４Ｎ、Ｒ１３５Ｃ（Ｏ）、Ｒ１

３６Ｓ、Ｒ１３６Ｓ（Ｏ）、Ｒ１３６Ｓ（Ｏ）（ＮＨ）、Ｒ１３７ＳＯ２、（２－７Ｃ）
ヘテロシクロアルキル、又は（１－５Ｃ）ヘテロアリールであり、ここでヘテロシクロア
ルキルまたはヘテロアリールが各々（１－２Ｃ）アルキル、フルオロ、ヒドロキシル、オ
キソ、（１－２Ｃ）アルコキシ、（１－６Ｃ）アルキルカルボニル、（１－６Ｃ）アルキ
ルスルホニル、（１－５Ｃ）アルコキシカルボニル、（１－６Ｃ）アルキルアミノカルボ
ニル、（３－６Ｃ）シクロアルキルカルボニル、（２－７Ｃ）ヘテロシクロアルキルカル
ボニル、またはジ［（１－６Ｃ）アルキル］アミノで任意的に置換されていても良く、こ
こでアルキルカルボニル、アルキルスルホニル、アルコキシカルボニル、アルキルアミノ
カルボニル、シクロアルキルカルボニル、またはヘテロシクロアルキルカルボニルが、各
々（１－２Ｃ）アルキル、フルオロ、ヒドロキシル、シアノ、オキソ、または（１－２Ｃ
）アルコキシによって任意的に置換されていても良く；
Ｒ１３１は、各々（１－２Ｃ）アルキル、フルオロ、ヒドロキシル、または（１－２Ｃ）
アルコキシから選択された一つ以上の基によって任意的に置換されていても良い、（１－
６Ｃ）アルキルカルボニルアミノ、（３－６Ｃ）シクロアルキルカルボニルアミノ、また
は（２－７Ｃ）ヘテロシクロアルキルカルボニルアミノであり；
Ｒ１３２は、各々（１－２Ｃ）アルキル、ハロゲン、ヒドロキシル、（１－２Ｃ）アルコ
キシ、ジ［（１－２Ｃ）アルキル］アミノ、または（２－７Ｃ）ヘテロシクロアルキルか
ら選択された一つ以上の基によって任意的に置換されていても良い、（１－６Ｃ）アルキ
ル、（３－６Ｃ）シクロアルキル、（２－７Ｃ）ヘテロシクロアルキル、（６－１０Ｃ）
アリール、または（１－５Ｃ）ヘテロアリールであり；
Ｒ１３３は、各々（１－２Ｃ）アルキル、ハロゲン、ヒドロキシル、（１－２Ｃ）アルコ
キシ、ジ［（１－２Ｃ）アルキル］アミノ、または（２－７Ｃ）ヘテロシクロアルキルか
ら選択された一つ以上の基によって任意的に置換されていても良い、（１－６Ｃ）アルキ
ル、（３－６Ｃ）シクロアルキル、（２－７Ｃ）ヘテロシクロアルキル（１－６Ｃ）アル
キルカルボニル、（１－５Ｃ）アルコキシカルボニル、（３－６Ｃ）シクロアルキルカル
ボニル、（２－７Ｃ）ヘテロシクロアルキルカルボニルであり；
Ｒ１３４は、水素または（１－２Ｃ）アルキルであり；
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Ｒ１３５は、各々（１－２Ｃ）アルキル、フルオロ、ヒドロキシル、（１－２Ｃ）アルコ
キシ、ジ［（１－２Ｃ）アルキル］アミノ、（２－７Ｃ）ヘテロシクロアルキル、オキソ
、シアノ、又はアミノから選択された一つ以上の基によって任意的に置換されていても良
い、（２－７Ｃ）ヘテロシクロアルキル、（１－６Ｃ）アルキルアミノ、ジ［（１－６Ｃ
）アルキル］アミノ、（２－７Ｃ）ヘテロシクロアルキルアミノ、または（３－６Ｃ）シ
クロアルキルアミノであり；
Ｒ１３６は、各々（１－２Ｃ）アルキル、フルオロ、ヒドロキシル、または（１－２Ｃ）
アルコキシから選択された一つ以上の基によって任意的に置換されていても良い、（１－
６Ｃ）アルキル、（３－６Ｃ）シクロアルキル、（２－７Ｃ）ヘテロシクロアルキルであ
り；
Ｒ１３７は、各々（１－２Ｃ）アルキル、フルオロ、ヒドロキシル、又は（１－２Ｃ）ア
ルコキシから選択された一つ以上の基によって任意的に置換されていても良い、（１－６
Ｃ）アルキル、（３－６Ｃ）シクロアルキル、（２－７Ｃ）ヘテロシクロアルキル、（１
－６Ｃ）アルキルアミノ、ジ［（１－６Ｃ）アルキル］アミノ、（２－７Ｃ）ヘテロシク
ロアルキルアミノ、または（３－６Ｃ）シクロアルキルアミノであり；
Ｒ１４は、Ｈ、ハロゲン、（１－２Ｃ）アルキル、または（１－２Ｃ）アルコキシであり
；
Ｒ１５は、Ｈ、ハロゲンであり；
Ｒ２は、以下からなる群から選択される：
【化３】

ここで、
Ｒ２１は、Ｈ、ハロゲン、（１－３Ｃ）アルキル、（１－２Ｃ）アルコキシ、ヒドロキシ
（１－２Ｃ）アルキル、（３－４Ｃ）シクロアルキル、（２－３Ｃ）アルケニル、または
シアノであり；
Ｒ２２は、Ｈ、ハロゲン、（１－２Ｃ）アルキル、または（１－２Ｃ）アルコキシであり
、
Ｒ２３は、Ｈ、ハロゲン、（１－２Ｃ）アルキル、（１－２Ｃ）アルコキシ、シアノ、又
はヒドロキシであり；
Ｒ２４は、Ｈ、ハロゲン、（１－２Ｃ）アルキル、または（１－２Ｃ）アルコキシであり
；
Ｒ２５は、Ｈ、ハロゲン、（１－３Ｃ）アルキル、（１－２Ｃ）アルコキシ、ヒドロキシ
（１－２Ｃ）アルキル、（３－４Ｃ）シクロアルキル、（２－３Ｃ）アルケニル、または
シアノであり；
Ｒ２６はＨ、（１－６Ｃ）アルキル、（３－６Ｃ）シクロアルキル、（２－５Ｃ）ヘテロ
シクロアルキル、（１－２Ｃ）アルコキシ［（２－４Ｃ）アルコキシ］ｎ（１－６Ｃ）ア
ルキルであり、ここでｎは１,２,３又は４の整数を表し、アルキル、ヘテロシクロアルキ
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ル、および（１－２Ｃ）アルコキシ［（２－４Ｃ）アルコキシ］ｎ（１－６Ｃ）アルキル
基のすべては、ハロゲン、（１－２Ｃ）アルキル、（１－２Ｃ）アルコキシ、ヒドロキシ
ル、オキソ、アミノ、（３－６Ｃ）シクロアルキル、ジ［（１－２Ｃ）アルキル］アミノ
、または（２－５Ｃ）ヘテロシクロアルキルから選択された一つ以上の基によって任意的
に置換されていても良く；
ただし、Ｒ２の中のＲ２１およびＲ２５のうち１つだけがＨであり得る。
【請求項２】
請求項１に記載の化合物であって、ここで
Ｒ１３がＲ１３２Ｏ、Ｒ１３５Ｃ（Ｏ）、（２－７Ｃ）ヘテロシクロアルキル、または（
１－５Ｃ）ヘテロアリールであり、ヘテロシクロアルキルまたはヘテロアリールが各々（
１－２Ｃ）アルキル、（１－６Ｃ）アルキルカルボニル、（１－６Ｃ）アルキルスルホニ
ル、（１－５Ｃ）アルコキシカルボニル、（１－６Ｃ）アルキルアミノカルボニル、（３
－６Ｃ）シクロアルキルカルボニル、又は（２－７Ｃ）ヘテロシクロアルキルカルボニル
で任意的に置換されていても良く、アルキルカルボニル、アルキルスルホニル、アルコキ
シカルボニル、アルキルアミノカルボニル、シクロアルキルカルボニル、またはヘテロシ
クロアルキルカルボニルが各々（１－２Ｃ）アルキル、フルオロ、（１－２Ｃ）アルコキ
シによって任意的に置換されていても良く；
Ｒ１３２は、各々（１－２Ｃ）アルキル、ハロゲン、ヒドロキシル、（１－２Ｃ）アルコ
キシ、ジ［（１－２Ｃ）アルキル］アミノ、または（２－７Ｃ）ヘテロシクロアルキルか
ら選択された一つ以上の基によって任意的に置換されていても良い、（１－６Ｃ）アルキ
ル、（３－６Ｃ）シクロアルキル、（２－７Ｃ）ヘテロシクロアルキル、（６－１０Ｃ）
アリール、または（１－５Ｃ）ヘテロアリールからなる群から選択され；
Ｒ１３５は、各々（１－２Ｃ）アルキル、フルオロ、ヒドロキシル、（１－２Ｃ）アルコ
キシ、ジ［（１－２Ｃ）アルキル］アミノ、（２－７Ｃ）ヘテロシクロアルキル、オキソ
、シアノ、又はアミノから選択された一つ以上の基によって任意的に置換されていても良
い、（２－７Ｃ）ヘテロシクロアルキル、（１－６Ｃ）アルキルアミノ、ジ［（１－６Ｃ
）アルキル］アミノ、（２－７Ｃ）ヘテロシクロアルキルアミノ、または（３－６Ｃ）シ
クロアルキルアミノからなる群から選択される。
【請求項３】
請求項１又は２に記載の化合物であって、ここで
Ｒ１３は、Ｒ１３２Ｏ、又はＲ１３５Ｃ（Ｏ）であり；または、Ｒ１３はピペリジニル、
ピペラジニル、モルホリニル、ピラゾリル、またはイソオキサゾリルであり、ここで各々
が（１－２Ｃ）アルキル、（１－６Ｃ）アルキルカルボニル、（１－６Ｃ）アルキルスル
ホニル、（１－５Ｃ）アルコキシカルボニル、（１－６Ｃ）アルキルアミノカルボニル、
（３－６Ｃ）シクロアルキルカルボニル、または（２－７Ｃ）ヘテロシクロアルキルカル
ボニルによって任意的に置換されていても良く、ここでアルキルカルボニル、アルキルス
ルホニル、アルコキシカルボニル、アルキルアミノカルボニル、シクロアルキルカルボニ
ル、またはヘテロシクロアルキルカルボニルが、（１－２Ｃ）アルキル、フルオロ、また
は（１－２Ｃ）アルコキシによって任意的に置換されていても良く；
Ｒ１３２は（１－６Ｃ）アルキル、ピペリジニル、ピロリジニル、またはアゼチジニルか
らなる群から選択され、ここで各々が（１－２Ｃ）アルキル（１－２Ｃ）アルコキシ、ま
たはジ［（１－２Ｃ）アルキル］アミノ）から選択される一つ以上の基によって任意的に
置換されていても良く；
Ｒ１３５はピペリジニル、チオモルホリニル、モルホリニル、ホモピペラジニル、（１－
６Ｃ）アルキルアミノ、（３－６Ｃ）シクロアルキルアミノ、またはピペジリノアミノ、
アゼチジニルアミノ、テトラヒドロピラニルアミノ、または３－オキサビシクロ［3.1.0
］ヘキサン－６－アミノからなる群から選択され、ここで各々が（１－２Ｃ）アルキル、
フルオロ、ヒドロキシル又は（１－２Ｃ）アルコキシ、ジ［（１－２Ｃ）アルキル］アミ
ノ、（２－７Ｃ）ヘテロシクロアルキル、オキソ、シアノ、またはアミノから選択された
一つ以上の基によって任意的に置換されていても良い。
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【請求項４】
請求項１～３のいずれか一つに記載の化合物であって、ここでＲ１は、以下からなる群か
ら選択される：
【化４】

【請求項５】
請求項１～４のいずれか一つに記載の化合物であって、ここでＲ１２およびＲ１５各々が
Ｈであり且つＲ１４がＨ、フルオロ、クロロ、または（１－２Ｃ）アルキルである。
【請求項６】
請求項１～５のいずれが一つに記載の化合物であって、ここでＲ１１がＨ、（１－２Ｃ）
アルキル、または（１－２Ｃ）アルコキシであり、且つアルコキシ基は一つ以上のフッ素
によって任意的に置換されていても良い。
【請求項７】
請求項１～６のいずれか一つに記載の化合物であって、ここでＲ２は、以下からなる群か
ら選択される：

【化５】

【請求項８】
請求項１～６のいずれか一つに記載の化合物であって、ここでＲ２は、以下である：
【化６】

【請求項９】
請求項１～８のいずれか一つに記載の化合物であって、ここでＲ２３がＨまたは（１－２
Ｃ）アルキルであり、かつＲ２２およびＲ２４は各々がＨであり、かつＲ２１およびＲ２

５はハロゲン、（１－３Ｃ）アルキル、メトキシ、ヒドロキシメチル、またはシアノから
なる群から独立して選択される。
【請求項１０】
請求項１～９のいずれか一つに記載の化合物であって、ここでＲ２６がＨ、（１－６Ｃ）
アルキル、オキセタニル、アゼチジニル、または（１－２Ｃ）アルコキシ［（２－４Ｃ）
アルコキシ］ｎ（１－６Ｃ）アルキルであり、ここでｎは１又は２の整数を表し、アルキ
ル、オキセタニル、およびアゼチジニル基のすべてが、（１－２Ｃ）アルキル、（１－２
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Ｃ）アルコキシ、ヒドロキシル、ジ［（１－２Ｃ）アルキル］アミノ、またはオキセタニ
ルから選択された一つ以上の基によって任意的に置換されていても良い。
【請求項１１】
治療に用いる為の請求項１～１０のいずれか一つに記載の化合物またはその薬学的に許容
される塩。
【請求項１２】
ＴＴＫ媒介疾患または症状の治療に使用する為の請求項１～１０のいずれか一つに記載の
化合物またはその薬学的に許容される塩。
【請求項１３】
ＴＴＫ媒介疾患または症状の治療の為の薬物の調製の為に、請求項１～１０のいずれか一
つに記載の化合物またはその薬学的に許容される塩を用いる方法。
【請求項１４】
請求項１～１０のいずれか一つに従う式Ｉの化合物またはその薬学的に許容される塩、お
よび一つ以上の薬学的に許容される賦形剤を有する医薬組成物。
【請求項１５】
請求項１４に記載の医薬組成物であって、少なくとも一つの追加の治療的に活性な剤をさ
らに含有する該組成物。
【請求項１６】
請求項１～１０のいずれか一つに記載の化合物であって、
Ｎ－（2,6－ジメチルフェニル）－２－［４－［（２－ヒドロキシ－２－メチル－プロピ
ル）カルバモイル］－２－メトキシ－アニリノ］－5,6－ジヒドロピリミド［4,5－ｅ］イ
ンドリジン－７－カルボキサミド、
Ｎ－（２－クロロ－６－メチル－フェニル）－２－［２－メチル－４－（４－メチルピペ
ラジン－１－イル）アニリノ］－5,6－ジヒドロピリミド［4,5－ｅ］インドリジン－７－
カルボキサミド、
Ｎ－（２－エチル－６－メチル－フェニル）－２－［４－（４－メチルピペラジン－１－
イル）アニリノ］－5,6－ジヒドロピリミド［4,5－ｅ］インドリジン－７－カルボキサミ
ド、
Ｎ－（２－クロロ－６－メチル－フェニル）－２－［（２－メチル－６－モルホリノ－３
－ピリジル）アミノ］－5,6－ジヒドロピリミド［4,5－ｅ］インドリジン－７－カルボキ
サミド、
Ｎ－（3,5－ジエチル－１Ｈ－ピラゾール－４－イル）－２－［２－メチル－４－（４－
メチルピペラジン－１－イル）アニリノ］－5,6－ジヒドロピリミド［4,5－ｅ］インドリ
ジン－７－カルボキサミド、
Ｎ－［3,5－ジエチル－１－（２－メトキシエチル）ピラゾール－４－イル］－２－［２
－メチル－４－［（１－メチル－４－ピペリジル）オキシ］アニリノ］－5,6－ジヒドロ
ピリミド［4,5－ｅ］インドリジン－７－カルボキサミド、
Ｎ－（2,6－ジメチルフェニル）－２－（２－メトキシ－４－ピペラジン－１－イル－ア
ニリノ）－5,6－ジヒドロピリミド［4,5－ｅ］インドリジン－７－カルボキサミド、
Ｎ－（3,5－ジエチル－１Ｈ－ピラゾール－４－イル）－２－（２－メトキシ－４－ピペ
ラジン－１－イル－アニリノ）－5,6－ジヒドロピリミド［4,5－ｅ］インドリジン－７－
カルボキサミド、
Ｎ－［3,5－ジエチル－１－（２－メトキシエチル）ピラゾール－４－イル］－２－（２
－メトキシ－４－ピペラジン－１－イル－アニリノ）－5,6－ジヒドロピリミド［4,5－ｅ
］インドリジン－７－カルボキサミド、
Ｎ－（3,5－ジエチル－１Ｈ－ピラゾール－４－イル）－２－［２－メトキシ－４－（４
－メチルピペラジン－１－イル）アニリノ］－5,6－ジヒドロピリミド［4,5－ｅ］インド
リジン－７－カルボキサミド、
２－［２－メトキシ－４－（４－メチルピペラジン－１－イル）アニリノ］－Ｎ－（2,4,
6－トリメチルフェニル）－5,6－ジヒドロピリミド［4,5－ｅ］インドリジン－７－カル
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ボキサミド、
Ｎ－（3,5－ジエチル－１Ｈ－ピラゾール－４－イル）－２－［２－（ジフルオロメトキ
シ）－４－（４－メチルピペラジン－１－イル）アニリノ］－5,6－ジヒドロピリミド［4
,5－ｅ］インドリジン－７－カルボキサミド、
Ｎ－（２－クロロ－６－メチル－フェニル）－２－［２－メトキシ－４－［（１－メチル
－４－ピペリジル）カルバモイル］アニリノ］－5,6－ジヒドロピリミド［4,5－ｅ］イン
ドリジン－７－カルボキサミド、
２－［２－（ジフルオロメトキシ）－４－［（１－メチル－４－ピペリジル）カルバモイ
ル］アニリノ］－Ｎ－（2,6－ジメチルフェニル）－5,6－ジヒドロピリミド［4,5－ｅ］
インドリジン－７－カルボキサミド、
Ｎ－（2,6－ジメチルフェニル）－２－［２－メトキシ－４－［（１－メチル－４－ピペ
リジル）オキシ］アニリノ］－5,6－ジヒドロピリミド［4,5－ｅ］インドリジン－７－カ
ルボキサミド、
Ｎ－（２－エチル－６－メチル－フェニル）－２－［２－メトキシ－４－［（１－メチル
－４－ピペリジル）オキシ］アニリノ］－5,6－ジヒドロピリミド［4,5－ｅ］インドリジ
ン－７－カルボキサミド、
Ｎ－（２－クロロ－６－メチル－フェニル）－２－［２－メトキシ－４－［（１－メチル
－４－ピペリジル）オキシ］アニリノ］－5,6－ジヒドロピリミド［4,5－ｅ］インドリジ
ン－７－カルボキサミド、
Ｎ－（２－ブロモ－６－メチル－フェニル）－２－［２－メトキシ－４－［（１－メチル
－４－ピペリジル）オキシ］アニリノ］－5,6－ジヒドロピリミド［4,5－ｅ］インドリジ
ン－７－カルボキサミド、
Ｎ－（2,6－ジエチルフェニル）－２－［２－メトキシ－４－［（１－メチル－４－ピペ
リジル）オキシ］アニリノ］－5,6－ジヒドロピリミド［4,5－ｅ］インドリジン－７－カ
ルボキサミド、
Ｎ－（2,6－ジメチルフェニル）－２－［２－メチル－４－［（１－メチル－４－ピペリ
ジル）オキシ］アニリノ］－5,6－ジヒドロピリミド［4,5－ｅ］インドリジン－７－カル
ボキサミド、
Ｎ－（２－クロロ－６－メチル－フェニル）－２－［２－メチル－４－［（１－メチル－
４－ピペリジル）オキシ］アニリノ］－5,6－ジヒドロピリミド［4,5－ｅ］インドリジン
－７－カルボキサミド、
Ｎ－（3,5－ジエチル－１Ｈ－ピラゾール－４－イル）－２－［２－メチル－４－［（１
－メチル－４－ピペリジル）オキシ］アニリノ］－5,6－ジヒドロピリミド［4,5－ｅ］イ
ンドリジン－７－カルボキサミド、
２－［４－（２－ジメチルアミノエチルオキシ）－２－メトキシ－アニリノ］－Ｎ－（2,
6－ジメチルフェニル）－5,6－ジヒドロピリミド［4,5－ｅ］インドリジン－７－カルボ
キサミド、
Ｎ－（２－クロロ－６－メチル－フェニル）－２－［４－（２－ジメチルアミノエチルオ
キシ）－２－メトキシ－アニリノ］－5,6－ジヒドロピリミド［4,5－ｅ］インドリジン－
７－カルボキサミド、
２－［４－（２－ジメチルアミノエチルオキシ）－２－メトキシ－アニリノ］－Ｎ－（２
－エチル－６－メチル－フェニル）－5,6－ジヒドロピリミド［4,5－ｅ］インドリジン－
７－カルボキサミド、
Ｎ－（２－ブロモ－６－メチル－フェニル）－２－［４－（２－ジメチルアミノエチルオ
キシ）－２－メトキシ－アニリノ］－5,6－ジヒドロピリミド［4,5－ｅ］インドリジン－
７－カルボキサミド、
Ｎ－（2,6－ジメチルフェニル）－２－（２－メチル－４－モルホリノ－アニリノ）－5,6
－ジヒドロピリミド［4,5－ｅ］インドリジン－７－カルボキサミド、
Ｎ－（2,6－ジメチルフェニル）－２－（２－メチル－４－ピペラジン－１－イル－アニ
リノ）－5,6－ジヒドロピリミド［4,5－ｅ］インドリジン－７－カルボキサミド、
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Ｎ－（2,6－ジエチルフェニル）－２－［２－メトキシ－４－（１－メチルピロリジン－
３－イル）オキシ－アニリノ］－5,6－ジヒドロピリミド［4,5－ｅ］インドリジン－７－
カルボキサミド、
Ｎ－（2,6－ジメチルフェニル）－２－［２－メトキシ－４－［（１－メチル－３－ピペ
リジル）カルバモイル］アニリノ］－5,6－ジヒドロピリミド［4,5－ｅ］インドリジン－
７－カルボキサミド、
Ｎ－（2,6－ジクロロフェニル）－２－［２－メトキシ－４－（４－メチルピペラジン－
１－イル）アニリノ］－5,6－ジヒドロピリミド［4,5－ｅ］インドリジン－７－カルボキ
サミド、
Ｎ－（2,6－ジメチルフェニル）－２－［２－メトキシ－４－［（１－メチル－４－ピペ
リジル）オキシ］アニリノ］ピリミド［4,5－ｅ］インドリジン－７－カルボキサミド、
Ｎ－（2,6－ジメチルフェニル）－２－［２－メチル－４－（４－メチルピペラジン－１
－イル）アニリノ］－5,6－ジヒドロピリミド［4,5－ｅ］インドリジン－７－カルボキサ
ミド、
Ｎ－（２－エチル－６－メチル－フェニル）－２－［２－メチル－４－（４－メチルピペ
ラジン－１－イル）アニリノ］－5,6－ジヒドロピリミド［4,5－ｅ］インドリジン－７－
カルボキサミド、
Ｎ－（２－ブロモ－６－メチル－フェニル）－２－［２－メチル－４－（４－メチルピペ
ラジン－１－イル）アニリノ］－5,6－ジヒドロピリミド［4,5－ｅ］インドリジン－７－
カルボキサミド、
Ｎ－（2,6－ジクロロフェニル）－２－［２－メチル－４－（４－メチルピペラジン－１
－イル）アニリノ］－5,6－ジヒドロピリミド［4,5－ｅ］インドリジン－７－カルボキサ
ミド、
Ｎ－（2,6－ジエチルフェニル）－２－［２－メチル－４－（４－メチルピペラジン－１
－イル）アニリノ］－5,6－ジヒドロピリミド［4,5－ｅ］インドリジン－７－カルボキサ
ミド、
Ｎ－（2,6－ジメチルフェニル）－２－［（２－メチル－６－モルホリノ－３－ピリジル
）アミノ］－5,6－ジヒドロピリミド［4,5－ｅ］インドリジン－７－カルボキサミド、
Ｎ－（２－エチル－６－メチル－フェニル）－２－［（２－メチル－６－モルホリノ－３
－ピリジル）アミノ］－5,6－ジヒドロピリミド［4,5－ｅ］インドリジン－７－カルボキ
サミド、
Ｎ－（２－ブロモ－６－メチル－フェニル）－２－［（２－メチル－６－モルホリノ－３
－ピリジル）アミノ］－5,6－ジヒドロピリミド［4,5－ｅ］インドリジン－７－カルボキ
サミド、
Ｎ－（2,6－ジエチルフェニル）－２－［２－メトキシ－４－（４－メチルピペラジン－
１－イル）アニリノ］ピリミド［4,5－ｅ］インドリジン－７－カルボキサミド、
Ｎ－（２－エチル－６－メチル－フェニル）－２－［２－メトキシ－４－（４－メチルピ
ペラジン－１－イル）アニリノ］－5,6－ジヒドロピリミド［4,5－ｅ］インドリジン－７
－カルボキサミド、
Ｎ－（２－ブロモ－６－メチル－フェニル）－２－［２－メトキシ－４－（４－メチルピ
ペラジン－１－イル）アニリノ］－5,6－ジヒドロピリミド［4,5－ｅ］インドリジン－７
－カルボキサミド、
Ｎ－（2,6－ジメチルフェニル）－２－（２－メトキシ－４－ピペラジン－１－イル－ア
ニリノ）ピリミド［4,5－ｅ］インドリジン－７－カルボキサミド、
Ｎ－（２－クロロ－６－メチル－フェニル）－２－（２－メトキシ－４－ピペラジン－１
－イル－アニリノ）－5,6－ジヒドロピリミド［4,5－ｅ］インドリジン－７－カルボキサ
ミド、
Ｎ－（2,6－ジエチルフェニル）－２－（２－メトキシ－４－ピペラジン－１－イル－ア
ニリノ）－5,6－ジヒドロピリミド［4,5－ｅ］インドリジン－７－カルボキサミド、
Ｎ－（２－クロロ－６－メチル－フェニル）－２－（２－メチル－４－ピペラジン－１－
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イル－アニリノ）－5,6－ジヒドロピリミド［4,5－ｅ］インドリジン－７－カルボキサミ
ド、
Ｎ－（2,6－ジクロロフェニル）－２－（２－メチル－４－ピペラジン－１－イル－アニ
リノ）－5,6－ジヒドロピリミド［4,5－ｅ］インドリジン－７－カルボキサミド、
Ｎ－（2,6－ジエチルフェニル）－２－（２－メチル－４－ピペラジン－１－イル－アニ
リノ）－5,6－ジヒドロピリミド［4,5－ｅ］インドリジン－７－カルボキサミド、
Ｎ－（２－ブロモ－６－メチル－フェニル）－２－（２－メチル－４－ピペラジン－１－
イル－アニリノ）－5,6－ジヒドロピリミド［4,5－ｅ］インドリジン－７－カルボキサミ
ド、
Ｎ－（２－エチル－６－メチル－フェニル）－２－（２－メチル－４－ピペラジン－１－
イル－アニリノ）－5,6－ジヒドロピリミド［4,5－ｅ］インドリジン－７－カルボキサミ
ド、
Ｎ－（2,6－ジエチルフェニル）－２－（２－メチル－４－モルホリノ－アニリノ）－5,6
－ジヒドロピリミド［4,5－ｅ］インドリジン－７－カルボキサミド、
Ｎ－（2,6－ジメチルフェニル）－２－［２－メトキシ－４－（１－メチルピロリジン－
３－イル）オキシ－アニリノ］－5,6－ジヒドロピリミド［4,5－ｅ］インドリジン－７－
カルボキサミド、
Ｎ－（２－クロロ－６－メチル－フェニル）－２－［２－（ジフルオロメトキシ）－４－
（４－メチルピペラジン－１－イル）アニリノ］－5,6－ジヒドロピリミド［4,5－ｅ］イ
ンドリジン－７－カルボキサミド、
２－［４－（アゼチジン－３－イルオキシ）－２－メトキシ－アニリノ］－Ｎ－［3,5－
ジエチル－１－（２－メトキシエチル）ピラゾール－４－イル］－5,6－ジヒドロピリミ
ド［4,5－ｅ］インドリジン－７－カルボキサミド、
Ｎ－［１－（２－メトキシエチル）－3,5－ジメチル－ピラゾール－４－イル］－２－［
２－メトキシ－４－（1,3,5－トリメチルピラゾール－４－イル）アニリノ］－5,6－ジヒ
ドロピリミド［4,5－ｅ］インドリジン－７－カルボキサミド、
Ｎ－［１－（２－メトキシエチル）－3,5－ジメチル－ピラゾール－４－イル］－２－［
２－メトキシ－４－［（１－メチル－４－ピペリジル）オキシ］アニリノ］ピリミド［4,
5－ｅ］インドリジン－７－カルボキサミド、
Ｎ－［１－（２－メトキシエチル）－3,5－ジメチル－ピラゾール－４－イル］－２－（
２－メトキシ－４－ピペラジン－１－イル－アニリノ）ピリミド［4,5－ｅ］インドリジ
ン－７－カルボキサミド、
Ｎ－（3,5－ジエチル－１Ｈ－ピラゾール－４－イル）－２－（２－メトキシ－４－ピペ
ラジン－１－イル－アニリノ）ピリミド［4,5－ｅ］インドリジン－７－カルボキサミド
、
Ｎ－（2,6－ジエチルフェニル）－２－［４－（４－メチルピペラジン－１－イル）－２
－（トリ重水素メトキシ）アニリノ］－5,6－ジヒドロピリミド［4,5－ｅ］インドリジン
－７－カルボキサミド、
Ｎ－［3,5－ジエチル－１－（２－メトキシエチル）ピラゾール－４－イル］－２－［４
－（４－メチルピペラジン－１－イル）－２－（トリ重水素メトキシ）アニリノ］－5,6
－ジヒドロピリミド［4,5－ｅ］インドリジン－７－カルボキサミド、
Ｎ－（2,6－ジメチルフェニル）－２－［２－メトキシ－４－（テトラヒドロピラン－４
－イルカルバモイル）アニリノ］－5,6－ジヒドロピリミド［4,5－ｅ］インドリジン－７
－カルボキサミド、
Ｎ－（2,6－ジメチルフェニル）－２－［２－メトキシ－４－［４－（２－メトキシアセ
チル）ピペラジン－１－イル］アニリノ］－5,6－ジヒドロピリミド［4,5－ｅ］インドリ
ジン－７－カルボキサミド、
Ｎ－（2,6－ジエチルフェニル）－２－［［４－メトキシ－２－（４－メチルピペラジン
－１－イル）ピリミジン－５－イル］アミノ］－5,6－ジヒドロピリミド［4,5－ｅ］イン
ドリジン－７－カルボキサミド、
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Ｎ－［3,5－ジエチル－１－（２－メトキシエチル）ピラゾール－４－イル］－２－［２
－メトキシ－４－（４－メチルピペラジン－１－イル）アニリノ］－5,6－ジヒドロピリ
ミド［4,5－ｅ］インドリジン－７－カルボキサミド、
Ｎ－（2,6－ジメチルフェニル）－２－［４－［４－（３－フルオロシクロブタンカルボ
ニル）ピペラジン－１－イル］－２－メトキシ－アニリノ］－5,6－ジヒドロピリミド［4
,5－ｅ］インドリジン－７－カルボキサミド、
Ｎ－（2,6－ジメチルフェニル）－２－［２－メトキシ－４－［４－（３－メチルオキセ
タン－３－カルボニル）ピペラジン－１－イル］アニリノ］－5,6－ジヒドロピリミド［4
,5－ｅ］インドリジン－７－カルボキサミド、
２－［４－［４－（シクロプロパンカルボニル）ピペラジン－１－イル］－２－メトキシ
－アニリノ］－Ｎ－（2,6－ジメチルフェニル）－5,6－ジヒドロピリミド［4,5－ｅ］イ
ンドリジン－７－カルボキサミド、
２－［４－（４－ブチルスルホニルピペラジン－１－イル）－２－メトキシ－アニリノ］
－Ｎ－（2,6－ジメチルフェニル）－5,6－ジヒドロピリミド［4,5－ｅ］インドリジン－
７－カルボキサミド、
Ｎ－（2,6－ジメチルフェニル）－２－［４－［４－（エチルカルバモイル）ピペラジン
－１－イル］－２－メトキシ－アニリノ］－5,6－ジヒドロピリミド［4,5－ｅ］インドリ
ジン－７－カルボキサミド、
Ｎ－（2,6－ジエチルフェニル）－２－［２－メトキシ－４－（３－メチルピペラジン－
１－イル）アニリノ］－5,6－ジヒドロピリミド［4,5－ｅ］インドリジン－７－カルボキ
サミド、
Ｎ－（2,6－ジメチルフェニル）－２－［２－メトキシ－４－［［（３Ｓ，４Ｒ）－３－
メトキシ－４－ピペリジル］カルバモイル］アニリノ］－5,6－ジヒドロピリミド［4,5－
ｅ］インドリジン－７－カルボキサミド、
Ｎ－（2,6－ジメチルフェニル）－２－［４－［［（３Ｓ，４Ｒ）－３－フルオロ－４－
ピペリジル］カルバモイル］－２－メトキシ－アニリノ］－5,6－ジヒドロピリミド［4,5
－ｅ］インドリジン－７－カルボキサミド、
２－［４－［（４－シス－アミノシクロヘキシル）カルバモイル］－２－メトキシ－アニ
リノ］－Ｎ－（2,6－ジメチルフェニル）－5,6－ジヒドロピリミド［4,5－ｅ］インドリ
ジン－７－カルボキサミド、
Ｎ－（2,6－ジメチルフェニル）－２－［４－（イソプロピルカルバモイル）－２－メト
キシ－アニリノ］－5,6－ジヒドロピリミド［4,5－ｅ］インドリジン－７－カルボキサミ
ド、
Ｎ－（2,6－ジメチルフェニル）－２－［２－メトキシ－４－［［（１Ｒ，５Ｓ）－３－
オキサビシクロ［3.1.0］ヘキサン－６－イル］カルバモイル］アニリノ］－5,6－ジヒド
ロピリミド［4,5－ｅ］インドリジン－７－カルボキサミド、
Ｎ－（2,6－ジメチルフェニル）－２－［２－メトキシ－４－（モルホリン－４－カルボ
ニル）アニリノ］－5,6－ジヒドロピリミド［4,5－ｅ］インドリジン－７－カルボキサミ
ド、
Ｎ－（2,6－ジメチルフェニル）－２－［４－（1,1－ジオキソ－1,4－チアジナン－４－
カルボニル）－２－メトキシ－アニリノ］－5,6－ジヒドロピリミド［4,5－ｅ］インドリ
ジン－７－カルボキサミド、
Ｎ－（2,6－ジメチルフェニル）－２－［４－（４－エチル－1,4－ジアゼパン－１－カル
ボニル）－２－メトキシ－アニリノ］－5,6－ジヒドロピリミド［4,5－ｅ］インドリジン
－７－カルボキサミド、
２－［４－（シクロプロピルカルバモイル）－２－メトキシ－アニリノ］－Ｎ－（2,6－
ジメチルフェニル）－5,6－ジヒドロピリミド［4,5－ｅ］インドリジン－７－カルボキサ
ミド、
Ｎ－（2,6－ジメチルフェニル）－２－［２－メトキシ－４－（２－メトキシエチルカル
バモイル）アニリノ］－5,6－ジヒドロピリミド［4,5－ｅ］インドリジン－７－カルボキ
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サミド、
２－［４－（４－シアノ－４－メチル－ピペリジン－１－カルボニル）－２－メトキシ－
アニリノ］－Ｎ－（2,6－ジメチルフェニル）－5,6－ジヒドロピリミド［4,5－ｅ］イン
ドリジン－７－カルボキサミド、
Ｎ－（2,6－ジメチルフェニル）－２－［２－メトキシ－４－［４－（３－メチルアゼチ
ジン－３－カルボニル）ピペラジン－１－イル］アニリノ］－5,6－ジヒドロピリミド［4
,5－ｅ］インドリジン－７－カルボキサミド、
Ｎ－（２－シアノ－６－メチル－フェニル）－２－［２－メトキシ－４－（４－メチルピ
ペラジン－１－イル）アニリノ］－5,6－ジヒドロピリミド［4,5－ｅ］インドリジン－７
－カルボキサミド、
Ｎ－（2,6－ジエチルフェニル）－２－［４－［３－（ジメチルアミノ）プロピル－メチ
ル－アミノ］－２－メトキシ－アニリノ］－5,6－ジヒドロピリミド［4,5－ｅ］インドリ
ジン－７－カルボキサミド、
２－［４－［３－（ジメチルアミノ）プロピル－メチル－アミノ］－２－メトキシ－アニ
リノ］－Ｎ－［１－［２－［２－（２－メトキシエトキシ）エトキシ］エチル］－3,5－
ジメチル－ピラゾール－４－イル］－5,6－ジヒドロピリミド［4,5－ｅ］インドリジン－
７－カルボキサミド、
Ｎ－［１－［２－［２－（２－メトキシエトキシ）エトキシ］エチル］－3,5－ジメチル
－ピラゾール－４－イル］－２－［２－メトキシ－４－（２－メトキシエトキシ）アニリ
ノ］－5,6－ジヒドロピリミド［4,5－ｅ］インドリジン－７－カルボキサミド、
Ｎ－［１－［２－［２－（２－メトキシエトキシ）エトキシ］エチル］－3,5－ジメチル
－ピラゾール－４－イル］－２－［２－メトキシ－４－（４－メチルピペラジン－１－イ
ル）アニリノ］－5,6－ジヒドロピリミド［4,5－ｅ］インドリジン－７－カルボキサミド
、
Ｎ－［3,5－ジエチル－１－［２－（２－メトキシエトキシ）エチル］ピラゾール－４－
イル］－２－［２－メトキシ－４－（４－メチルピペラジン－１－イル）アニリノ］－5,
6－ジヒドロピリミド［4,5－ｅ］インドリジン－７－カルボキサミド、
Ｎ－（2,6－ジメチル－フェニル）－２－［２－（ジフルオロメトキシ）－４－（４－メ
チルピペラジン－１－イル）アニリノ］－5,6－ジヒドロピリミド［4,5－ｅ］インドリジ
ン－７－カルボキサミド、
Ｎ－（2,6－ジメチルフェニル）－２－［４－［４－（イソプロピルカルバモイル）ピペ
ラジン－１－イル］－２－メトキシ－アニリノ］－5,6－ジヒドロピリミド［4,5－ｅ］イ
ンドリジン－７－カルボキサミド、
Ｎ－［１－［２－（２－エトキシエトキシ）エチル］－3,5－ジメチル－ピラゾール－４
－イル］－２－［２－メトキシ－４－（４－メチルピペラジン－１－イル）アニリノ］－
5,6－ジヒドロピリミド［4,5－ｅ］インドリジン－７－カルボキサミド、
Ｎ－［１－［２－（２－メトキシエトキシ）エチル］－3,5－ジメチル－ピラゾール－４
－イル］－２－［２－メトキシ－４－（４－メチルピペラジン－１－イル）アニリノ］－
5,6－ジヒドロピリミド［4,5－ｅ］インドリジン－７－カルボキサミド、
Ｎ－［１－［２－（２－エトキシエトキシ）エチル］－3,5－ジエチル－ピラゾール－４
－イル］－２－［２－メトキシ－４－（４－メチルピペラジン－１－イル）アニリノ］－
5,6－ジヒドロピリミド［4,5－ｅ］インドリジン－７－カルボキサミド、
Ｎ－［１－［２－（２－エトキシエトキシ）エチル］－3,5－ジエチル－ピラゾール－４
－イル］－２－（２－メトキシ－４－ピペラジン－１－イル－アニリノ）－5,6－ジヒド
ロピリミド［4,5－ｅ］インドリジン－７－カルボキサミド、
Ｎ－［１－［２－（２－エトキシエトキシ）エチル］－3,5－ジエチル－ピラゾール－４
－イル］－２－［２－メトキシ－４－［４－（２－メトキシアセチル）ピペラジン－１－
イル］アニリノ］－5,6－ジヒドロピリミド［4,5－ｅ］インドリジン－７－カルボキサミ
ド、
Ｎ－［１－［２－（２－エトキシエトキシ）エチル］－3,5－ジエチル－ピラゾール－４
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－イル］－２－［４－［４－［２－（エチルアミノ）アセチル］ピペラジン－１－イル］
－２－メトキシ－アニリノ］－5,6－ジヒドロピリミド［4,5－ｅ］インドリジン－７－カ
ルボキサミド、
Ｎ－［3,5－ジエチル－１－［２－［２－（２－メトキシエトキシ）エトキシ］エチル］
ピラゾール－４－イル］－２－［２－メトキシ－４－［４－（２－メトキシアセチル）ピ
ペラジン－１－イル］アニリノ］－5,6－ジヒドロピリミド［4,5－ｅ］インドリジン－７
－カルボキサミド、
Ｎ－［１－（２－メトキシエチル）－3,5－ジメチル－ピラゾール－４－イル］－２－［
２－メトキシ－４－［４－（１－メチルアゼチジン－３－カルボニル）ピペラジン－１－
イル］アニリノ］－5,6－ジヒドロピリミド［4,5－ｅ］インドリジン－７－カルボキサミ
ド、
 Ｎ－［１－［２－［２－（２－メトキシエトキシ）エトキシ］エチル］－3,5－ジメチル
－ピラゾール－４－イル］－２－（２－メトキシ－４－ピペラジン－１－イル－アニリノ
）－5,6－ジヒドロピリミド［4,5－ｅ］インドリジン－７－カルボキサミド、
２－［４－［４－［２－（エチルアミノ）アセチル］ピペラジン－１－イル］－２－メト
キシ－アニリノ］－Ｎ－［１－［２－［２－（２－メトキシエトキシ）エトキシ］エチル
］－3,5－ジメチル－ピラゾール－４－イル］－5,6－ジヒドロピリミド［4,5－ｅ］イン
ドリジン－７－カルボキサミド、
Ｎ－［3,5－ジエチル－１－［２－（２－メトキシエトキシ）エチル］ピラゾール－４－
イル］－２－［４－［４－［２－（エチルアミノ）アセチル］ピペラジン－１－イル］－
２－メトキシ－アニリノ］－5,6－ジヒドロピリミド［4,5－ｅ］インドリジン－７－カル
ボキサミド、
Ｎ－［3,5－ジエチル－１－［２－（２－メトキシエトキシ）エチル］ピラゾール－４－
イル］－２－［２－メトキシ－４－［４－（２－メトキシアセチル）ピペラジン－１－イ
ル］アニリノ］－5,6－ジヒドロピリミド［4,5－ｅ］インドリジン－７－カルボキサミド
、および
Ｎ－［１－［２－［２－（２－メトキシエトキシ）エトキシ］エチル］－3,5－ジメチル
－ピラゾール－４－イル］－２－［２－メトキシ－４－（1,3,5－トリメチルピラゾール
－４－イル）アニリノ］－5,6－ジヒドロピリミド［4,5－ｅ］インドリジン－７－カルボ
キサミド
から選ばれる、化合物。
【請求項１７】
請求項１～１０のいずれか一つに記載の化合物であって、
Ｎ－（2,6－ジメチルフェニル）－２－（２－メトキシ－４－ピペラジン－１－イル－ア
ニリノ）－5,6－ジヒドロピリミド［4,5－ｅ］インドリジン－７－カルボキサミド、
Ｎ－（3,5－ジエチル－１Ｈ－ピラゾール－４－イル）－２－［２－（ジフルオロメトキ
シ）－４－（４－メチルピペラジン－１－イル）アニリノ］－5,6－ジヒドロピリミド［4
,5－ｅ］インドリジン－７－カルボキサミド、
Ｎ－（2,6－ジメチルフェニル）－２－（２－メトキシ－４－ピペラジン－１－イル－ア
ニリノ）ピリミド［4,5－ｅ］インドリジン－７－カルボキサミド、
Ｎ－（2,6－ジメチルフェニル）－２－［２－メトキシ－４－［４－（２－メトキシアセ
チル）ピペラジン－１－イル］アニリノ］－5,6－ジヒドロピリミド［4,5－ｅ］インドリ
ジン－７－カルボキサミド、
Ｎ－［１－［２－［２－（２－メトキシエトキシ）エトキシ］エチル］－3,5－ジメチル
－ピラゾール－４－イル］－２－［２－メトキシ－４－（４－メチルピペラジン－１－イ
ル）アニリノ］－5,6－ジヒドロピリミド［4,5－ｅ］インドリジン－７－カルボキサミド
、
Ｎ－［3,5－ジエチル－１－［２－（２－メトキシエトキシ）エチル］ピラゾール－４－
イル］－２－［２－メトキシ－４－（４－メチルピペラジン－１－イル）アニリノ］－5,
6－ジヒドロピリミド［4,5－ｅ］インドリジン－７－カルボキサミド、
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Ｎ－［１－［２－（２－エトキシエトキシ）エチル］－3,5－ジエチル－ピラゾール－４
－イル］－２－［４－［４－［２－（エチルアミノ）アセチル］ピペラジン－１－イル］
－２－メトキシ－アニリノ］－5,6－ジヒドロピリミド［4,5－ｅ］インドリジン－７－カ
ルボキサミド、および
Ｎ－［１－［２－［２－（２－メトキシエトキシ）エトキシ］エチル］－3,5－ジメチル
－ピラゾール－４－イル］－２－［２－メトキシ－４－（1,3,5－トリメチルピラゾール
－４－イル）アニリノ］－5,6－ジヒドロピリミド［4,5－ｅ］インドリジン－７－カルボ
キサミド
から選ばれる、化合物。
【請求項１８】
請求項１～１０のいずれか一つに記載の化合物であって、当該化合物が、Ｎ－（2,6－ジ
メチルフェニル）－２－（２－メトキシ－４－ピペラジン－１－イル－アニリノ）－5,6
－ジヒドロピリミド［4,5－ｅ］インドリジン－７－カルボキサミドである、化合物。
【請求項１９】
請求項１～１０のいずれか一つに記載の化合物であって、当該化合物が、Ｎ－（3,5－ジ
エチル－１Ｈ－ピラゾール－４－イル）－２－［２－（ジフルオロメトキシ）－４－（４
－メチルピペラジン－１－イル）アニリノ］－5,6－ジヒドロピリミド［4,5－ｅ］インド
リジン－７－カルボキサミドである、化合物。
【請求項２０】
請求項１～１０のいずれか一つに記載の化合物であって、当該化合物が、Ｎ－（2,6－ジ
メチルフェニル）－２－（２－メトキシ－４－ピペラジン－１－イル－アニリノ）ピリミ
ド［4,5－ｅ］インドリジン－７－カルボキサミドである、化合物。
【請求項２１】
請求項１～１０のいずれか一つに記載の化合物であって、当該化合物が、
Ｎ－（2,6－ジメチルフェニル）－２－［２－メトキシ－４－［４－（２－メトキシアセ
チル）ピペラジン－１－イル］アニリノ］－5,6－ジヒドロピリミド［4,5－ｅ］インドリ
ジン－７－カルボキサミドである、化合物。
【請求項２２】
請求項１～１０のいずれか一つに記載の化合物であって、当該化合物が、Ｎ－［１－［２
－［２－（２－メトキシエトキシ）エトキシ］エチル］－3,5－ジメチル－ピラゾール－
４－イル］－２－［２－メトキシ－４－（４－メチルピペラジン－１－イル）アニリノ］
－5,6－ジヒドロピリミド［4,5－ｅ］インドリジン－７－カルボキサミドである、化合物
。
【請求項２３】
請求項１～１０のいずれか一つに記載の化合物であって、当該化合物が、Ｎ－［3,5－ジ
エチル－１－［２－（２－メトキシエトキシ）エチル］ピラゾール－４－イル］－２－［
２－メトキシ－４－（４－メチルピペラジン－１－イル）アニリノ］－5,6－ジヒドロピ
リミド［4,5－ｅ］インドリジン－７－カルボキサミドである、化合物。
【請求項２４】
請求項１～１０のいずれか一つに記載の化合物であって、当該化合物が、Ｎ－［１－［２
－（２－エトキシエトキシ）エチル］－3,5－ジエチル－ピラゾール－４－イル］－２－
［４－［４－［２－（エチルアミノ）アセチル］ピペラジン－１－イル］－２－メトキシ
－アニリノ］－5,6－ジヒドロピリミド［4,5－ｅ］インドリジン－７－カルボキサミドで
ある、化合物。
【請求項２５】
請求項１～１０のいずれか一つに記載の化合物であって、当該化合物が、Ｎ－［１－［２
－［２－（２－メトキシエトキシ）エトキシ］エチル］－3,5－ジメチル－ピラゾール－
４－イル］－２－［２－メトキシ－４－（1,3,5－トリメチルピラゾール－４－イル）ア
ニリノ］－5,6－ジヒドロピリミド［4,5－ｅ］インドリジン－７－カルボキサミドである
、化合物。
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【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２５６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２５６】
Ｎ－（２－クロロ－６－メチル－フェニル）－２－［４－（２－ジメチルアミノエチルオ
キシ）－２－メトキシ－アニリノ］－5,6－ジヒドロピリミド［4,5－ｅ］インドリジン－
７－カルボキサミド
中間体Ｕを出発原料として使用し、中間体２のために記載されているのと同じ反応系列を
用いて、この化合物はその対応する酸クロリドから調製された。実施例２に記載されてい
る手順に従い、該酸クロリドはその後２－クロロ－６－メチルアニリンと反応された。分
取ＨＰＬＣを使用して精製は実施されて、標記化合物を得た（１５．６ｍｇ、５２．９％
）。データ：ＬＣＭＳ（Ｂ）Ｒｔ：１０．５６６分、ｍ／ｚ　５４７．２／５４９．２（
Ｍ＋Ｈ）＋（塩素イオンパターン）。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２５８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２５８】
Ｎ－（２－ブロモ－６－メチル－フェニル）－２－［４－（２－ジメチルアミノエチルオ
キシ）－２－メトキシ－アニリノ］－5,6－ジヒドロピリミド［4,5－ｅ］インドリジン－
７－カルボキサミド
中間体Ｕを出発原料として使用し、中間体２のために記載されているのと同じ反応系列を
用いて、この化合物はその対応する酸クロリドから調製された。実施例２に記載されてい
る手順に従い、該酸クロリドはその後２－ブロモ－６－メチルアニリンと反応された。分
取ＨＰＬＣを使用して精製は実施されて、標記化合物を得た（９．３８ｍｇ、２６．４％
）。データ：ＬＣＭＳ（Ｂ）Ｒｔ：１０．７６０分、ｍ／ｚ　５９０．２／５９２．２（
Ｍ＋Ｈ）＋（臭素イオンパターン）。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２５９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２５９】
Ｎ－（2,6－ジエチルフェニル）－２－［４－（２－ジメチルアミノエチルオキシ）－２
－メトキシ－アニリノ］－5,6－ジヒドロピリミド［4,5－ｅ］インドリジン－７－カルボ
キサミド
中間体Ｕを出発原料として使用し、中間体２のために記載されているのと同じ反応系列を
用いて、この化合物はその対応する酸クロリドから調製された。実施例２に記載されてい
る手順に従い、該酸クロリドはその後2,6－ジエチルアニリンと反応された。分取ＨＰＬ
Ｃを使用して精製は実施されて、標記化合物を得た（５．５４ｍｇ、１６．６％）。デー
タ：ＬＣＭＳ（Ｂ）Ｒｔ：１１．８３２分、ｍ／ｚ　５５５．３（Ｍ＋Ｈ）＋。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２６０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２６０】
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Ｎ－（3,5－ジエチル－１Ｈ－ピラゾール－４－イル）－２－［４－（２－ジメチルアミ
ノエチルオキシ）－２－メトキシ－アニリノ］－5,6－ジヒドロピリミド［4,5－ｅ］イン
ドリジン－７－カルボキサミド
中間体Ｕを出発原料として使用し、中間体２のために記載されているのと同じ反応系列を
用いて、この化合物はその対応する酸クロリドから調製された。実施例２に記載されてい
る手順に従い、該酸クロリドはその後中間体Ａｃと反応された。分取ＨＰＬＣを使用して
精製は実施されて、標記化合物を得た（１３．４ｍｇ、４１．０％）。データ：ＬＣＭＳ
（Ｂ）Ｒｔ：８．１８９分、ｍ／ｚ　５４５．３（Ｍ＋Ｈ）＋。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０３２７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０３２７】
２－［４－［４－（シクロプロパンカルボニル）ピペラジン－１－イル］－２－メトキシ
－アニリノ］－Ｎ－（2,6－ジメチルフェニル）－5,6－ジヒドロピリミド［4,5－ｅ］イ
ンドリジン－７－カルボキサミド
実施例９に記載されている標準ＨＡＴＵカップリング方法を用いて、その対応するアミン
（実施例１７）およびシクロプロパンカルボン酸から、この化合物は調製された。分取Ｈ
ＰＬＣを使用して精製は実施されて、標記化合物を得た（１１ｍｇ、４９％）。データ：
ＬＣＭＳ（Ｂ）Ｒｔ：１４．７４４分、ｍ／ｚ　５９２．３（Ｍ＋Ｈ）＋。
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